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南

t原
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
赤
嶺
義
光
会
長
）
で
は
各

地
域
の
通
学
路
で
登
下
校
時
の

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
パ
ト

・

ロ
l
ル
、
横
断
歩
道
で
の
立
哨

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
は
、
平
成
U
年
か
ら
継
続

し
て
い
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。2

月
凶
日
（
金
）
町
総
合
保

健
福
祉
防
災
セ
ン
タ
ー
（
ち
む

ぐ
く
る
館
）
に
て
「
第
印
回
活

動
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町

職
員
、
町
議
会
議
員
、
与
那
原

管
察
署
、
町
小
中
学
校
校
長
な

ど
多
く
の
関
係
者
や
、
町
老
連

会
員
な
ど
位
名
が
参
加
し
ま
し

た。
町
老
連
会
員
か
ら
、
令
和
6

年
度
の
活
動
状
況
の
報
告
が
あ

り
「
子
ど
も
た
ち
か
ら
明
る
い

挨
拶
を
し
て
も
ら
え
る
と
と
て

も
嬉
し
い
」
「
子
ど
も
た
ち
か

ら
元
気
を
も
ら
い
活
動
の
励
み

に
な
っ
て
い
る
」
「
パ
ト
ロ
ー

ル
で
地
域
の
仲
間
と
歩
く
こ
と

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と

れ
、
健
康
維
持
に
も
繋
が
っ
て

い
い
」
「
パ
ト
ロ
ー
ル
を
兼
ね

て
通
学
路
の
美
化
活
動
も
行
っ

て
い
る
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、

各
老
人
ク
ラ
ブ
で
工
夫
を
こ
ら

し
た
活
動
内
容
の
報
告
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
通
学
路
に
不
法
投
棄

さ
れ
た
ご
み
の
問
題
や
、
草
木

が
生
い
茂
り
危
険
な
箇
所
に
つ

い
て
、
今
後
の
行
政
へ
の
要
望

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

行
政
側
か
ら
は
こ
れ
ま
で
に

パ
ト
ロ
ー
ル
報
告
会
を
通
し
て

報
告
さ
れ
た
危
険
箇
所
の
改
善

の
要
請
箇
所
に
つ
い
て
、
進
捗

状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
与
那
原
警
察
署
生
活

安
全
課
宮
里
久
美
江
様
か
ら
の

講
話
で
は
、
与
那
原
警
察
署
管

内
で
の
犯
罪
件
数
に
つ
い
て

や
、
町
内
で
実
際
に
発
生
し
た

詐
欺
事
件
に
つ
い
て
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
指
示
が
あ
り
被
害

に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
な
ど

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
報
告
会
で
見
守
り
パ

ト
ロ
ー
ル
の
必
要
性
を
再
認
識

で
き
た
と
て
も
有
意
義
な
会
と

な
り
ま
し
た
。
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毎年5月12日を f民生委員・児童委員の日jと定め、 f～支えあう 住みよい社会地域か5～jをキャッチフ

レーズに民生委員・児童委員の存在lこついて地域の住民や関係機関 ・団体などに理解を深めていただき、信頼関係

を築いていくことを目的に、全国的に一斉に5月12日～5月18日を「民生委員・児童委員 活動強化週間」と位置付

けており、より多くの住民に民生委員 ・児童委員の活動を知っていただく機会としています。

陪信霊司書.. 岳E圭現重量調t~割1£a!Ee"1旦・・

民生委員・児童委員は厚生労働大臣から委嘱を受け、社

会福祉を推進するため活動する地域で身近な相談支援ボ

ランティアです。一定の区域を担当し、支援が必要な住民

に対して、必要に応じた福祉サービスな どの情報提供を行

ぐ うとともに、自らも住民の一員として、地域の福祉活動に

参加しながら地域に密着した相談支援活動に取り組んで

います。

1；；誕霊ヨ享E副長E蓮司童路軍週明匝曹~＝uw.童四国•B認ゆ直富

－地域住民がかかえる生活上のさまざまな問題について、

親身になって相談にのります。

－社会福祉の制度やサービスについて情報提供します。

－地域住民が必要に応じて福祉サービ．スの提供が受けられ

るよう行政や関係機関芯どと連携し言周整支援します。

－高齢者サロンなど地域の公民館（集会所）を利用した地

域の福祉活動を支援します。

－兜童や高齢者 ・障がい者などに対する家庭内における虐

待あるいは不登校・ひきこもりなどの解決を図るため、地

域と連携した福祉活動を行います。

－ひとり喜らし高齢者などの定期的な見守り活動を行いま

す。

－活動をとおして得た問題点や改善策についてとりまとめ、

必要に応じて関係機関に意見を提起します。

間取調巨量直属量E霊園阻

民生委員・児童委員には秘密を守ることが義務付け5れ

ています。住民一人ひとりの人権とプライバシーを尊重

し、秘密を保持します。

L竺監竺主旦竺主竺竺と竺と巴竺主豆竺型そ~8 J 

民生委員・児童委員募集しています
図面曹届....~語華道雲E副長藍華道三.... 副E・降車E・E・~a;逼回明由国個

令和7年 12月に全国一斉に民生委員 ・児童委員の改選があり、

候補者を募集しています。

地域で生活する住民の一員としてJ主民からのさまざまな生活上の

困りごとや心配ごとに関する相談に応じ、必要な支援が受けられる

よう、地域の専門機関への［つなぎ役Jとして活動していただける福

祉活動に興昧がある方は、ぜひお問い合わせください。

主な条件

75歳未満の方で福祉活動に興献があり、実際に活動できる方

欠員募集地区 ＼＼ 

与那覇／宮械／新川／宮平／兼峨／照屋

津嘉山／神里／兼本ハイツ／第一団地／第二団地

レお問わせlHIH±m: T… ） 昨3恥町こども課： TEL(098）伽7028 ] 

新たに委嘱された

民生委員・児童委員紹介

大城 久美子

.. ‘’ 神里須美枝
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安J（！，＼ライフサポート事業玄振リ返って
休眠預金を活用した「安心ライフサポート事業jは、令和4年度からスタート

し、令和6年度で終了しました。事業の成果を振り返る報告会と、 「認知症ととも

に暮らす地域共生社会を目指す研修会J（講師：田中将太氏・琉球大学人文社会学

部准教授）を2月12日（水）、ちむぐくる館ホールで開催しました。

広げよう
、制に根ざす

支I~の繍

休眠預金活用事業

当日は46名が参加し、認知症への理解を深めました。 本事業では、地域住民向けに「高齢者が安心し

て暮らせる地域づくりJ「認知症にやさしいまちづくりjをテーマとした講演会を11自治会で開催し、

延べ311名が受講しました。また、認知症の母親を介護してきたお笑いタレントの喜舎場泉さんや、沖

縄県認知症希望大使の大城勝史さん・新里勝則さんによる講演会を開催。認知症当事者の想いや経験を

共有する機会を提供しました。さらに、ドキュメンタリー映画 rn何回ママリン87歳の夏jの上映会も行

いました。 加えて、月 1回の居場所づくり（ちむdeカフェ）を定期開催し、地域の自主的な活動として

も広がりを見せています。また、道に迷った高齢者を見守る［ミマモライドシステムjの取り組み状況

も報告されました。

田中氏の研修会では、 「認知症への正しい理解J 「新しい認知症観

への転換J「認知症スティグマ（偏見・差別）がもたらす影響jにつ

いて講話がありました。認知症への偏見が強いと、医療や社会的サ

ポートに結びつくのが遅れる可能性があることが指摘され、参加者か

らは以下のような感想が寄せられました。

• r認知症の方が活躍できる仕事や居場所づくりが必要だと感じたj

（ 

・「認知症に対する理解があるつもりだったが、まだマイナスイメージが強いことに気づいたj ｜（ 
．「自分が認知症になったときのことを考える機会になったj

本事業は終了しましたが、今後も関係機関と連携しながら、可能な範囲で活動を継続していくことが重要

で、す。認知症の方が安心して暮らせる地域づ、くりを目指し、引き続き取り組んでいきます。

ぢむdeカフェ・ミマモライドシステム12ついては引き＝続守取リ組みを継続レます

カフェでゆったり介護の相談

社会循祉法人千毒事会 「婚の里」

Sognare Cafe• 。施殴1幡町カ7:r.はどなたでt.~•J用可能 1

介直についてお気軽にご相鮫下さい ィンスタグ，ム ・ 田~lil
TEL 098-888・0591 ~機

(3）はえばる社協だより第278号令和7年5月1日

医療法人正清会 制限与儀英明

久 田 病院紛神科・心拘店内科・~｛f.f,'1~11科
干901-1101 南風原町字大名275醤地
TEL.098-889 -3206 FAX.098-889-5311 
http://kudahp.jp/ E-mail: kuda-ph@tea.ocn.ne.jp 

介護~人保険締役うりずん
干901・1301 与那原町字仮良敵1281-1

撰署置学使、理系大学
進学の為の無料飽を
行っています．

TEL.098-944-7000 FAX.098-944-7003 E-mail : urizun@eos.ocn.ne.Jp 

放ir,i!後t事デイサービスうりずん
干901-1301 与那原町字続良駿1281-1 TEL.098-944・7000 FAX.098-944・7003

就宮町継続支彼BP砲＇Jlll所ライフサポー ト久田
干900-0014 那覇市総庵2-15-27TEL田 FAX.098-867-7890 



令
和
7
年
度
社
協
事
業
計
画
並
び

に
予
算
、
が
3
月
刊
日
の
理
事
会
を
経

て
、
幻
自
の
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

本
年
度
も
「
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
及
び
「
障
が
い
者
相
談
事
業
」
に

お
い
て
、
各
小
学
校
区
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
｜
シ
ヤ
ル
ワ
｜
力
ー
を
引
き

続
き
配
置
し
、
「
地
域
支
え
合
い
体
制

づ
く
り
事
業
」
「
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
」
「
社
会
的
孤
立
対
策
事
業
」
と
連

携
し
、
地
域
住
民
が
顔
の
見
え
る
つ
な

が
り
を
築
き
、
住
民
主
体
の
地
域
福
祉

活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

｛基
本
方
針
｝

本
会
は
、
創
設
以
来
住
民
の
い
の

ち
と
暮
ら
し
を
地
域
で
守
り
、
高
め

て
い
く
役
割
を
担
い
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
町
民
の

福
祉
二

l
ズ
を
受
け
止
め
、
公
的
福

祉
の
充
実
を
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
、
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
企
画

・
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

昨
今
、
固
に
お
け
る
社
会
福
祉
の

動
向
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
「
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
」
や

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実

施
」
な
ど
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を

は
じ
め
、
地
域
福
祉
活
動
へ
の
住
民

の
主
体
的
な
参
加
、
地
域
づ
く
り
を

視
点
と
し
た
取
り
組
み
の
強
化
が
示

さ
れ
、
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
的
な

役
割
を
担
う
社
会
福
祉
協
議
会
が
果

た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
や
、
地

域
で
暮
ら
す
住
民
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
、
が
進
み
、
ま
た
長
期
に
わ
た
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
経
済
活
動
や
社
会
活
動
へ
の
影
響

な
ど
も
あ
っ
て
社
会
的
に
孤
立
す
る

方
や
生
活
困
窮
に
陥
る
方
が
纏
え
る

な
ど
、
地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
課
題
は

ま
す
ま
す
複
雑
・
多
様
化
・
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
会
で

は
令
和
6
年
度
を
初
年
度
と
す
る

「
第
三
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
」
で
示

さ
れ
た
「
ち
む
ぐ
く
る
で
笑
顔
あ
ふ

れ
る
福
祉
の
ま
ち
南
風
原
」
の
実
現

に
向
け
各
種
事
業
・
活
動
を
推
進
し

て
お
り
、
引
き
続
き
「
支
え
あ
う
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
「
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
」
「
社
会
的
孤
立
対
策
事
業
」
な

ど
の
実
施
を
と
お
し
て
、
制
度
で
は

対
応
し
に
く
い
課
題
解
決
に
向
け
、

開
拓
性
・
先
駆
性
・
創
造
性
の
原
点

に
立
ち
帰
り
、
町
民
の
あ
ら
ゆ
る
生

活
課
題
を
受
け
止
め
、
他
機
関
と
の

連
携
、
部
門
聞
を
横
断
し
て
解
決
を

め
ざ
す
総
合
相
談
・
生
活
支
援
体
制

の
構
築
を
図
り
、
社
協
が
使
命
と
し

て
き
た
地
域
福
祉
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
福
祉
の
推
進
主
体
が

多
様
化
す
る
な
か
、
本
会
は
、
公
共

性
・
公
益
性
と
民
間
性
を
併
せ
持
つ

地
域
福
祉
を
総
合
的
に
推
進
す
る
中

核
組
織
と
し
て
、
急
速
に
深
刻
化
し

て
い
る
社
会
的
孤
立
な
ど
制
度
の
は

ざ
聞
の
問
題
に
、
町
民
、
他
機
関
協
働

r

、
に
よ
る
総
合
的

・
包
括
的
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
課
題
解
決
に
向

け、

中
心
的
役
割
を
担
え
る
よ
う
努

め
ま
す
。

本
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
一
人

ひ
と
り
を
福
祉
を
切
り
拓
＜
主
体
者

と
位
置
づ
け
、
常
に
住
民
主
体
の
理

念
に
基
づ
き
、
町
民
、
が
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
地
域
全
体
の
問
題
と

し
て
と
ら
え
、
み
ん
な
で
考
え
、
話
し

合
い
、
気
づ
き

・
協
力
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
と
そ

の
基
盤
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を

重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

｛

S
D
G
s
へ
の
対
応
に
つ
い
て
｝

国
運
が
提
唱
す
る
持
続
可
能
な
開

発
目
標
で
あ
る
5
D
G
S
に
つ
い

て
、
そ
の
内
容
が
南
風
原
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
目
指
す
方
向
性
と
も
重

な
る
こ
と
、
ま
た
、
社
会
課
題
の
解
決

に
向
け
、
5
D
G
5を
共
通
項
に
企

業
や
福
祉
団
体
な
ど
と
の
連
携
の
拡

充
も
期
待
で
さ
る
こ
と
か
ら
、
事
業

計
画
・
報
告
な
ど
に
該
当
す
る
目
標

（ア
イ
コ
ン
）
を
記
載
し
、
対
外
的
に

組
織
と
し
て
の
S
D
G
5推
進
を
表

明
し
ま
す
。

※
参
考
（
S
D
G
S
に
つ
い
て
）

S
D
G
5
3
C
M
H
ω
－コ

ωσ
－0

0
0〈旦
O
℃
ヨ
の
コ
刊
の
Oω
互

は

2
0

3
0年
に
向
け
て
世
界
（
園
連
加
盟

1
9
3か
国
）
が
合
意
し
た
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
」
（
2
0
1
5年
9
月

お
自
国
連
総
会
）
で
す
。

世
界
を
変
え
る
た
め
の
げ
の
目
標

と
さ
れ
、
地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て

取
り
残
さ
な
い
（
－
の
ω
くのコ
0

0
コの

σの才
一コ
丘
）
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
す
。

圃
凶
園

側
田
園
園

山一園
園
園

錦
町一
園
園

園

園 ♂’色’. ... 'l'. 

－
貧
困
を
な
く
そ
う

2
飢
餓
を
ぜ
口
に

3
す
べ
て
の
人
に
僅
康
と
福
祉
を

4
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に

5
ジ
エ
ン
ダ
l
平
等
を
実
現
し
よ
う

6
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に

7
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
そ
し
て

ク
リ
ー
ン
に

8
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も

9
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く

ろ
う

叩
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う

刊
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

ロ
つ
く
る
責
任
っ
か
う
責
任

日
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

同
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

日
陸
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

市
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に

げ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達

成
し
よ
う

f
k
 

院＠博愛病
発達障害 ・不安・うつ

物忘れ・睡眠 ・介護の相談

アルコ ールに関する相談

株式会社大盛塗装
沖縄県知事許可（鮫羽）第lお13号

一級m匹喰3主J主能上・ 一級鋼縫2主主主技能士 ・一級防水施工技能J::

*-a邑

輔
098-889-2715 

大嶺代点取締役 稲

090-6860-0403 

。デイサービスセンターはくあい
南風原町新Jll485-1 TEL(098)889-4830 
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－新築工事 ・その他の塗装工事

TEL 



｛
重
点
目
標
｝

園
田
園
園
圃

E
層
圏
園

園
一一E
圏
固
園

周
囲
圏
一回
匿

園
固
園

園
j
園
田
園

悶
悶
園

出
園

固
園

園
固
園
固
園

園
引
固
園

図

書一
園
固
園

固
園
園

川｜
固

園園
田
園
園
園

田

園
園

｛事
業
計
画
｝

（ 

会
務
の
運
営

食
理
事
会

・
評
議
員
会
の
開
催

会
正
副
会
長
会
の
開
催

食
監
査
の
実
施

食
評
議
員
選
任
・解
任
委
員
会
の
開

催
食
福
祉
基
金
運
営
委
員
会
の
開
催

安
衛
生
委
員
会
の
開
催

連
絡
調
整
活
動

女
町
内
社
会
福
祉
法
人
な
ど
と
の
連

携・
町
内
社
会
福
祉
施
設
長
連
絡
会

の
開
催

・
専
門
職
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
は
え
る

ん
」
へ
の
参
加

・
協
力

女
各
種
関
係
機
関
と
の
連
携

・
役
場
関
係
各
課
、
町
内
小
中
学

校
と
の
連
携
強
化

・
町
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

な
ど
福
祉
団
体
と
の
連
携
強
化

．
区
長
・自
治
会
長
と
の
連
携
強

レし，41
 

・
県
社
協
、
南
部
福
祉
事
務
所
、
南

部
保
健
所
、
就
職・
生
活
支
援

パ
ー
ソ
ナ
ル
・サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
強
化

・
介
護
保
険
施
設
、
障
が
い
者
施

設
、
児
童
福
祉
施
設
、
介
護
保
険

事
業
所
、
医
療
機
関
な
ど
と
の

連
携
強
化

・
商
工
会
、
観
光
協
会
、
企
業
と
の

連
携
強
化

－N
P
O
等
市
民
活
動
団
体
と
の

連
携
強
化

調
査
研
究
及
び

広
報
・
啓
発
活
動

院
腔
民
R
M
R

A
H
総
務

・
財
政
委
員
会
の
開
催

食
企
画

・
広
報
委
員
会
の
開
催

食
第
3
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
評
価

委
員
会
の
開
催

食
事
業
総
括
会
議
の
開
催

院
副
長

会
社
協
だ
よ
り
発
行
事
業
の
実
施

－
社
協
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の
開

催
－
社
協
だ
よ
り
「
ち
む
ぐ
く
る
」
発

－付

会
第
7
回
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

食
地
域
福
祉
懇
談
会
の
実
施

（7
地
区
）

カ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ブ
ロ
グ
の
活
用

女
各
種
福
祉
月
間
・週
間
に
関
す
る

啓
発
活
動

福
祉
教
育
及
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

甘
酢
島

E島
断
舵

女
福
祉
教
育
連
絡
会
の
開
催

女
福
祉
教
育
推
進
事
業
助
成

ム
H
教
員
等
の
福
祉
教
育
研
修
会
の
開

崖
民

会
福
祉
教
育
実
践
報
告
書
の
発
行

会
職
員
に
よ
る
福
祉
出
前
講
座
の
充

実
脇田
一

女
川
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

’
k
 

占
H
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

．
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

－E
C
E
 

食
コ

l
デ
ィ
ネ
｜
ト
機
能
の
充
実

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
・
更
新

食
登
録
者
の
斡
旋
、情
報
提
供

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
開
催

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

N
P
Oな

ど
と
の
連
携

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
会
の

開
催

・
企
業
な
ど
の
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支
援

－N
P
O活
動
の
支
援

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

・
民
間
福
祉
資
金
の
活
用
及
び
情

報
提
供

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
促
進

．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
の
開
催

会
す防
る災白

書♂
研璽
σ恒パ、
71, .ーin フ

びど
政ア

莞工
活乙
動に

関

民

会

μ
時
間
テ
レ
ビ
募
金
活
動
の
協
力

会
低
所
得
者
福
祉
に
関
す
る
事
業

食
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

食
助
け
合
い
金
庫
貸
付
事
業
の
実
施

食
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
よ
る
年

末
激
励
金
の
支
給

食
米
券

・
商
品
券
等
の
支
給
に
よ
る

援
助

食
社
会
的
孤
立
対
策
事
業
の
実
施

・
子
ど
も
居
場
所
ぃ
つ
く
り
支
援

．
子
ど
も
の
学
習
支
援

・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
運
動

・
緊
急
一
時
支
援
金
の
給
付

．
子
ど
も
食
堂
の
開
催

・
各
種
研
修
会
の
開
催
及
び
案
内

会
企
業
や
N
P
O法
人
な
ど
に
よ
る

食
料
品
提
供

高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
事
業

食
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業・
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
の
実
施

．
保
健

・
福
祉
に
関
す
る
総
合
相

談
の
実
施

－
保
健
・
福
祉
情
報
の
収
集
及
び

広
報
・
啓
発

女
介
護
予
防
等
事
業
の
実
施

・
一
般
高
齢
介
護
予
防
通
所
事
業

．
家
族
介
護
者
支
援
事
業

・
ふ
れ
あ
い
コ
ル
サ
ー
ビ
ス
事

業
・
軽
度
生
活
援
助
事
業

．
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業

交
友
愛
訪
問
事
業

女
高
齢
者
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

食
福
祉
機
器
貸
出
事
業
（
車
い
す
、
介

護
用
ベ
ッ
ド
、
シ
ャ
ワ
ー
ペ
ン
チ
、

ほ
か
）

女
訪
問
介
護
事
業
（
介
護
保
険
事
業
）

食
介
護
予
防

・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
お
け
る
第
1
号
事
業

（
介
護
保
険
事
業
）

占
H

町
敬
老
会
行
事
へ
の
協
力

令和7年5月1日(5）はえばる社協だより第278号



児
童
福
祉
に
関
す
る
事
業

占
H

月
盟
小
ス
タ
ー

・
横
断
幕
の
設
置

食
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
の
実
施

女
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施

・
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

．
子
育
て
サ
ポ
｜
タ
1
連
絡
会

・
子
育
て
サ
ロ
ン
だ
よ
り
（
ち
む

ぐ
く
る
通
信
）
の
発
行

女
南
風
原
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施

．
会
員
登
録

・
斡
旋

．
サ
ポ
｜
夕
｜
養
成
講
座
の
開
催

．
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
養
成
講
座
の
開

催
・
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
だ
よ
り
」
の
発
行

．
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
の

発
行

公
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
の
実

施障
が
い
（
児
）
者
福
祉
に
関
す

る
事
業

公
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
（
障

害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

・
居
宅
介
護
事
業

・
重
度
訪
問
介
護
事
業

ム
N
障
、
が
い
者
相
談
支
援
事
業

会
指
定
一
般
相
談
支
援
事
業

－
基
本
相
談

・
地
域
移
行
支
援

．
地
域
定
着
支
援

交
地
域
生
活
支
援
事
業
の
実
施

・
声
の
広
報
等
発
行
事
業

・
福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

交
居
場
所
づ
く
り
支
援
事
業

（
カ
フ
ェ
ゆ
い
く
る
）

み
H
障
、
が
い
者
ス
ポ
レ
ク
交
流
事
業
の

開
催

公
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ

の
協
力

女
県
難
聴
・
言
語
障
害
教
育
研
究
会

へ
の
助
成

ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
に
関

す
る
事
業

公
各
種
制
度
や
就
労

・
資
格
取
得
な

ど
に
関
す
る
情
報
提
供

食
親
子
教
室

・
親
子
交
流
会
の
開
催

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

の
強
化
促
進

ム
H
県
外
研
修
へ
の
派
遣

女
担
い
手
確
保
に
向
け
た
活
動
環
境

の
支
援

福
祉
総
合
相
談
事
業
（
ふ
れ

あ
い
福
祉
相
談
室
）
の
実
施

ム
M
ふ
れ
あ
い
福
祉
相
談
室
の
設
置
・

運
営

・
一
般
相
談

・
専
門
相
談
（
弁
護
士
・
司
法
書
士
）

食
常
勤
相
談
員
の
配
置

食
社
協
・
役
場
相
談
担
当
者
等
連
絡

会
の
開
催

食
福
祉
情
報
の
収
集

役
・
職
員
の
養
成
訓
練

女
役
員
研
修
会
の
実
施

女
役
職
員
の
県
内
外
研
修
会
へ
の
派
遣

食
職
員
研
修
会

女
新
入
職
員
研
修
会

て

食
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
｜
研
修

女
自
主
的
勉
強
会
の
奨
励

苦
情
解
決
事
業
の
実
施

カ
苦
情
受
付
担
当
者
の
配
置

食
苦
情
解
決
責
任
者
の
配
置

食
第
三
者
委
員
の
配
置

女
第
三
者
委
員
情
報
交
換
会
の
開
催

食
意
見
箱
の
設
置

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

な
ど
の
推
進

公
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
推
進

食
日
常
的
金
銭
管
理
支
援
事
業

交
法
人
後
見
等
に
関
す
る
調
査

・
研

究支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

食
生
活
課
題
の
把
握
と
情
報
共
有
の

シ
ス
テ
ム
づ
く
り

・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
｜
シ
ヤ
ル

ワ
｜
力
｜
の
配
管

（
告
小
学
校
区
）

・
福
祉
マ
ッ
プ
づ
く
り

・
見
守
り
活
動
、
生
活
支
援
活
動

．
移
動
相
談
所
の
設
置

カ
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
設
置

・
運
営

・
提
供
会
員
、
依
頼
会
員
の
登
録

あ
っ
せ
ん

会
支
え
あ
い
・
た
す
け
あ
う
地
域
づ

く
り
事
業
の
実
施

・
地
域
ぃ
つ
く
り
推
進
委
員
会
の
設

置

・
運
営

・
福
祉
協
力
員
の
委
嘱
と
活
動
支

援
・
住
民
の

『紳
』
を
深
め
る
事
業
・

活
動
へ
の
支
援

4
H
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
育
成

事
業
の
実
施

・
福
祉
協
力
員
養
成
講
座
の
開
催

．
地
境
つ
く
り
講
座
の
開
催

・
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
互
調
座
の
開
催

食
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置

会
社
会
資
源
開
発
に
向
け
た
活
動

公
第
一
層
協
議
会
（
町
全
体
）
へ
の
参

加
・協
力

会
生
活
支
援
サ
ポ

l
タ
l
養
成
講
座

の
開
催

食
企
業
等
と
の
見
守
り
協
定
の
締
結

及
び
連
絡
会
の
開
催

公
推
進
地
区
の
指
定
と
活
動
支
援

会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
の
開
催

食
組
織
・
機
能
強
化
に
向
け
た
各
種

取
り
組
み
の
実
施

各
種
福
祉
団
体
の
支
援

女
各
種
福
祉
団
体
の
育
成
（
事
務
局
）

・
町
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

．
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

．
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

・
町
介
護
者
の
会
「に
じ
の
会
」

女
各
種
福
祉
団
体
へ
の
助
成

・
町
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

．
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

．
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

．
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

．
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

・
町
更
生
保
護
女
性
会

．
町
赤
十
字
奉
仕
団

・
手
話
サ
ー
ク
ル
「
こ
が
ね
も
り
」

．
音
訳
サ
ー
ク
ル
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

自
己
財
源
の
増
強

み
H
社
協
会
員
加
入
促
進

ム
H
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
へ
の
協

力

品
H

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
へ
の

協
力

公
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
芸
能
公
演
等
の
実

施そ
の
他
の
事
業

み
H

災
害
等
支
援
活
動
の
実
施
（
災
害

等
見
舞
金
の
支
給
）

食
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
管
理
運
用

そ
の
他
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
必

要
な
事
業
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常勤ホームヘルパー（サービス提供責任者） 1名 ｜（月給）180,600円

縛司訪問介護事業所及び居宅介護等事業所などにおけるサービス提供責任者

勤務：午前8時30分～午後5時 15分（月～日）週 35時間 45分以内（休日は週2日有） ※資格 ：介護福祉士（必須）

（時給）1 ,300円～1,650円
※活動費： 1件について

350円支給

ベi国身体介護や生活援助等の訪問介護サービス業務／週25時間以内で、利用者のニーズに合わせた勤務

調 'Fl司※週1日（ 1～2時間程度）から調整可能 ※資格 ：介護福祉士、実務者研修修了者、初任者研修終了者等（いずれか必須）

資格要件：普通自動車運転免許及び上記参照 受 付：履歴書（顔写真貼付）を郵送又は持参

期 間 ：蝶周回～令和8年3月31日 （更新あり） 添 付：資格証の写し

待 遇： ①社会保険完備・有給休暇 受付場所：南風原町社会福祉協議会 （ちむぐくる館内）

②有給休暇・活動費 選 考：書類審査及び面接※随時選考し、決定次第募集を終了します

L二竺こ型空竺竺堕ど巳竺竺竺竺主主J
今年も！
地域を盛り上げる福批の輪。

3月19日（水） Iこ北E小学校で行われた卒業式に、沖縄

中央育成圏の利用者の方が制作したフォトブースが設置され

ました。

心のこもった色鮮やかなフォトブースで卒業生と家族、利

用者さんも一緒に思い出に残る一枚を撮ることができ、利用

者の方から「ご卒業おめでとうございますリとお祝いの言

葉も贈られました。
育成園がフォトブースを設置する取

り組みは今回で3年目！入学式、卒業

式の門出を華やかにしてくれていま

す。この取組以外にも、保育園の園児

たちと交流する機会もっくり、こども

の頃から障がいを持つ方とふれあう事

で障がいに対する理解を持ち、みんな

が地域で暮らしやすい社会に向けて取

り組んで、います。

｜ 介護支援センターとき I I a住みよい環境作りを地域と共lミ盃f!
⑨各種事業

O居宅介護支媛
－無料介護相談
・ケアプラン作成等

Oデイサービス
－要支援
・要介護者の適所介護

O住宅型優良老人ホーム
－家庭的雰囲気の中で、
利用者1人ひとりに

南風原町字宮平426!H也19（北Eハイツ内）

TEL (098) 888-0515 
URL: tokトKaigo.com
入所．デイザーピス利用鉱ど升Eに
闘すること怒ら何でもお気纏にと相観

下宮し、．

寄り添った介護サービスの提供

(7）はえばる社協だより 第278号令和7年5月1日

IEI逼~韮亙Z孟ヨ・

語宜野座ピル管理
代表取締役伊芸美香

干901-1112：南風原町字本部461番地ー55
ftTEL:(098)-889-6488 

消防・浄化糟・空欄・奮備・害虫防験・清婦・貯水槽清婦費量



志の子育て

字宮平

Mさん

我が家には、 3歳の男の子がいます。

現在、第一次反抗期のイヤイヤ期真つ最中

で、朝の支度や朝ごはんも時間がかかることが

多くなってきました。

「イヤだ！ママ、さらいリと反抗されると私

もついイライラして怒鳴ってしまうことがある

のですが、それでも落ち着いたころに仲直りの

と ハグをするようにしています。

そのおかげ‘もあってか、 甘えたくなった時や寂

~霊園彊圏・

しい時は、 「寂しいよ。ぎゅーしようjと伝えてくれ

：るので、言ってくれた時は何か作業していても手

．を止めてハグをしています。

その時に「さっきは大きな声出してごめん

．ね。だいすきだよjと言って、後に引きずらな

：いよう心がけています。

これから思春期 ・青年期にもおとずれるであ

．ろう反抗期も、上手に対応して「昔はこんな事

：もあったよねJと笑い合える素敵な家庭を築い

：ていきたいです。

日々奮闘し、試行錯

：誤しながら子と向き

合っています。

いずれは巣立つ子ど

もの成長をこれからも

楽しみにしています。

4荷風原町女性連合会の
皆微から食粗品の寄贈

E露軍Bill霊園｜
・照匡喜「謹話i図星E置電量墨ヨiJI.｜故母 ・照喜名ヨシ子様の香典返しとして ｜

mmmnm彊函・・ 野菜｛トマト、ニンジン、キャベツ、レタス）｜

－置靖国•I：キャベツ、ピーマン、バナナ ｜ 
臨調園理圃｜｜レタス、カボチャ、ジヤ力・イモ ｜ 

~臨謹温・｜｜ レタス、春菊、ヶ－）~ほカ、 ｜ 

E四 国酒圃｜

｜ その他、個人の方から食料品・生活用品・野菜の寄贈がありました。ありがとうございます。

p医療法人社団輔仁会 ぴと

嬉野が丘サマリヤ人病院
南風原町新Jll46 0番地 ft098・889・1328（代）

診療受付平 日 8:30～17 : 30 
相談窓口 365日8:30～17 : 30 

I 沖縄県認知症疾患医療センター H098-888-3784 I 

認知症デイケア・精神科デイケア・ヂイナイトケア

歯 科
直通ダイヤル

8970・6192

高齢者も歓迎

令和7年5月1日 はえばる社協だより第278号（8)


